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わた菓子製造機を作ろう 古ねらいさらめに熱を加え気体にして、高 1
速回車入で吹き出させるとわた菜了ができる I 

ことを、わた菓f製造機を作って確かめる。

［対象：全学年共通］
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Lわた菓子ができる原理

［ざらめ」を加熱する I 

と、ざらめは溶けて液体、 ロニ:- �! 一戸

吏には気休へと、熱変化 ;-L / 
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※やや大きめの座金を使

用するのは、平正の上

の底面に睾いている飲

み口の部分を固定する

していく。

この峙、ざらめの気体

を剖い穴から吹ぎ出苔せ

ると、ざらめの気体は冷

えて、綿状の同体に戻り

Iわた蔓f」ができる。

2。 わた菓子製造機を作る

ためである。

覆ってン、

O熱伸縮自在チ

加えると縮み、

なって、同転車［

※モ ー ターの匝

もジュ ー スの午き正�（作5cm、 高さ10cm)

悶仝体！こネジが切ってある鉄棒（径4mm、長さ

25cm程度） とそれに合うネジ3個、座金3

枚、やや大きめの座金3枚

。熱伸縮自在チュ ブ（径3cm、長さ 2 cm) 

。マブチモ ー ター28(→J

。電池ポックス

。リ ー ド線(lm)

。単Ill乾電池3本

。ビニn管（内径4mm )

(1)窄缶（こ穴を間ける

①鉄棒が通る穴（内径 4 mm禾呈度）

を底面の中心に開げる。

0釘を打って開けるのも良い。

⑨側面に、右の図のように、細

かな穴を開ける。
□

 

（口穴の大きさは、画鋲の太さ程度が良い。アルミ

缶ならは、両鋲て開けるのがよい0 (スチ ール(I;

でも長めの 両鋲なら開けることがてきる。）

O穴の間隔は、なるべく細かくする。

③窄苫缶に鉄棒を同定する。

0図のように、A→B→Cの順に止めていく。
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4 mm程度にする，9
⑤モ ー タ ーの回転軸と鉄棒をビ —

わた菓子を作る

mmな,·

3. 

O食べ物を作るのて、右の図

のように、段ボ ー ルの内側

にアルミホイルを貼ったも

のを作る。

0熱源としては、アルコ ー ルランプ（又は、小さ

めの固形燃料） を使用する。

03人1組みになり、次のような仕事を分担する。

。モ ー ターを持つ。 。電池のスイッチを調節する。 

。できたわた雙fを集める。
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